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はじめに

この度は、LINE6社製の POD2をお買い上げ頂き、誠に有り難うございます。

POD の性能をフルに発揮させ、末永くお使い頂く為に、ご使用になる前にこの取り扱い説明書を必

ずお読み下さい。尚、お読みになった後は、保証書と一緒に大切に保管して下さい。

　ご使用の前に

1. この取り扱い説明書にしたがって操作して下さい。

2. 水には大変弱いので、雨などがかからないよう充分ご注意下さい。

3. 内部には精密な電子部品が多数実装されています。移動及び輸送時には大きな衝撃が加わらない

ようにして下さい。

4. 本機の設置場所は直射日光の当たる場所やストーブの直前など、高温になりやすい場所を避け、

なるべく通気性の良い場所で御使用下さい。

5. 定格電圧AC100V,50/60Hzで御使用下さい。

6. 電源コードは機材への挟みこみ等、無理な力が加わらない様御注意下さい。

7. 信号の入出力端子に、許容範囲を越える異常電圧が加わらない様にして下さい。

8. 故障や感電事故を防止すると共に、性能を維持する為にも、ケースを開けて内部に触れたりしな

いでください。修理が必要な時には、販売店、もしくは輸入代理店までお問い合わせ下さい。
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Quick Start Guide

1. PODのアウトプット･コントロールをゼロまで回して下さい。

2. PODのレフトとライト･アウトプットをレコーダー、ミキサーの入力へ、又はレフト出力からギ

ターアンプの入力へプラグを差し込んで下さい。

3. ギターアンプへ接続する場合、A.I.Rスイッチを“AMP”に設定して下さい。それ以外の場合は

“DIRECT”に設定します。

4. ACアダプターを POD のパワー･コネクターへ差し込んで下さい。その後、コードをACコンセ

ントへ差し込みます。

5. ギターと PODの インプット･ジャックを接続します。

6. 電源を入れます。

7.  AMP MODELを選択します。

8. チャンネルのボリュームを最大にして、ベース、ミッド、トレブルをお好きなボリューム･レベ

ルにを設定して下さい。

9. エフェクト設定を選びリバーブ･レベルとエフェクト Tweakを調節します。これによりお好みの

サウンドを作ることができます。タップテンポ･ボタンを押してエフェクトのスピードを設定し

ます。

10. プリセット設定を使う際は、上向きと下向きの矢印を使用します。さあ、弾きまくりましょう。
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CONTROLS & CONNECTIONS

1. Power Switch：PODの右端。PODのオン/オフ･スイッチです。

2. Input：POD の右下。ここにギターからの出力を入れます。（モノラル又は、アンバランスの

接続を選択します）

3. Phones：PODの左下。ヘッドフォンを使用する際は、ここにプラグを差し込みます。

4. Output Level：PODの左端のノブ。PODの全体的な出力のレベルとヘッドフォン･レベルの

調節をします。PODのメモリー･ロケーションを保存する際でも、この設定は保存されません。

出力レベルを変更しても音色は変化しない為、ボリューム･レベルに関係なく好きな音作りがで

きます。

5. Left & Right Output：PODの左上部。バランス型 1/4TRSコネクター、+4dBuのバランス

型機器と、標準ギター･ケーブルを使った-10dBV機器両方に対応しています。モノラルで POD

を動作する場合は、左側のアウトプットを御使用下さい。（POD の左側のアウトプットが接続

され、ヘッドフォンが接続されていない場合、音はモノラルになり、エフェクト処理を正しくサ

ミング（合算）する為、ロータリースピーカーのシュミレーションもモノラルで再生されます。

ヘッドフォンを接続すると、スレテオで動作します）。

6. A.I.R. Mode：レフトとライト出力の間に位置します。 “フロント･エンド”として PODを使

用して、ギターアンプに PODを接続する場合、A.I.R. ModeスイッチをAMP側へ入れて、クリ

ーンな音になるようにアンプを設定します。スイッチを反対側に入れた場合A.I.R.処理によるス

ピーカー/マイク/ルーム/のシミュレーション機能を解除します。POD をその他の設定で使用す

る場合（ミキサー、レコーダー、PA、パワーアンプ等へ直接接続する）、A.I.R.スイッチを

“DIRECT”にしてください。アンプへ接続している時は、ヘッドフォンを接続しないでくださ

い。もしそのままで使用された場合A.I.R.スイッチの位置がオーバーライトされA.I.R.がオンに

なる為、ヘッドフォンの音は問題ないのですが、アンプの音がおかしくなります。

7. Foot Pedal Connector：PODの上部。電話のコネクターに形が似ています。ここにオプショ

ンの FLOOR BOARDや FB4フット･コントローラーを接続します。

8. MIDI In & Out：PODの右上。PODをMIDI機器に接続してチャンネル･メモリーを選択す

るか（プログラムチェンジ･メッセージを使って）、PODの操作を（コントローラー又は Sysex

を使って）行います。Emagic SoundDiverのソフトウエアには、コンピューター上のサウンド

の編集/保存を行なう POD Tools CDが付いています。POD MIDI OUTは接続する機器のMIDI

INへ接続します。(そのMIDI INはMIDI OUTへ接続してください)。Deep EditingとMIDI

Control、MIDIギアーの設定、MIDI機器と PODの接続方法に関しては、P22「Deep Editing

とMIDI Control」を参照して下さい。

9. Manual Button：PODの中心部。ボタンを押してライトが点灯するとマニュアルモードが作

動します。このモードでは、ノブを設定したところで聞く事ができます。

10. Channel Up/Down Buttons：Manualボタンの左側。PODは 36種類のアンプシュミレータ

ーが組み込まれ、これらは 4チャンネルのバンクにアレンジされています。（4つのチャンネル
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来ます。（チューナー･モードに入るとナチュラルかフラットのどちらかで表示されます。例え

ばG♯の場合A♭が表示されます）。左側の矢印が点灯すると基音より低く、右側の矢印が点灯

すると基音より高くなっている事を表示します。両方が点灯するとチューニングが合っていると

いうことになります。本体のボタンのどれか 1つを押すと、音が消え通常のオペレーションに戻

ります。

Tuner Volume：チューナーが作動している時に（チューナー･モードを使用していない時、ボ

リュームは変わりません）、チャンネル･ボリュームのノブを回すとチューニング時のボリュー

ムを調節する事ができます。フロアーボードを接続すると、ボリュームペダルでチューナー･ボ

リュームを調節します。

Tuner Reference：A=440Hzとは異なる値でチューニングする場合はどのようにしたら良い

のでしょうか？まずチューナー･モードを使用している時に、ディスプレイを見ながらMidノブ

を回します。これで周波数を 436～445Hz の間に設定する事ができます。この値の設定は保存

される為、違う値に変更したい事がない限り使用するたびにリセットする必要はありません。値

は 1桁分しか表示されません。例えば、チューナーを 441Hzに設定すると、画面には 1 と表示

されます。

19.Noise Gate：PODのNoise Gateをオン/オフします。詳細に関してはエフェクトを参照し

て下さい。

20.Tap Tempo：このタップテンポによる調節機能はトレモロ/コーラス/フランジャー/ロータ

リー用スピーカーのディレイの速度又は、現在使用しているテンポを制御し表示します。コーラ

スとフランジャー用エフェクトの速度は、ボタンの点滅によって表示され、その速度はエフェク

トに比べ 2倍の速さで設定されている為、長いタップの間を実際の 1/2の時間で処理できます。

トレモロの場合、タップテンポはトレモロ用エフェクトに比べ半分の速度で設定し表示されます。

ブルース･リーと同じくらいの速さでタップする事ができなくても、速いトレモロの設定を得る

事が可能です。タップテンポ･コントロールは、単に必要なテンポでボタンを押すだけです。タ

ップテンポ･ボタンをホールドしエフェクトのテンポ又はスピードを変更する Effect Tweak ノ

ブを回すと、丁度良い値にタップテンポを設定する事もできます。詳細はエフェクトの章を参照

して下さい。Appendix Bのエフェクト･パラメーターは、どのタップテンポがどのエフェクト

設定をコントロールするのか分かるようになっています。

Tap Tempoエクストラ機能：タップテンポ･ボタンはプレゼンス･ブースト、ボリューム･ブー

スト、ドライブ･ブーストへアクセスする事ができます。タップテンポ･ボタンを押したままにす

ると幾つかのノブによってエクストラ機能へアクセスする事ができます。以下詳細を参照して下

さい。

Amp Model 17-32: タップテンポ・ボタンをホールドしたまま、Amp Modelノブを回すと、
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17-32のアンプモデルが選択できます。（P27の AMP MODELリストを参照して下さい）

Cab Model Select(Effects Knob): タップテンポ・ボタンをホールドしたまま、Effectsノ

ブを回すと、キャビネットモデルが選択できます。キャビネットモデルはグレーの文字でボディ

にプリントされています。（APEPENDIX Eの CABINET MODELリストも参照して下さい）

Drive Boost On/Off(Drive Knob):タップテンポ･ボタンをホールドしたままDriveノブを

12 の位置より少し右側の方へ回すとディストーションペダルの歪みコントロールを低く設定し、

OUTPUT レベルを高く設定したディストーション･ペダルのような深い歪みを得ることが出来

ます。Amp Modelに到達する前にギター信号をブーストする為、とてもすごいディストーショ

ンとなります。これはフロアーボードでDISTORTIONをONにした時と同じ効果です。ディ

ストーションをオンにすると、チャンネルAのライトが点灯します。

Delay Repeats(Bass Knob):タップテンポ･ボタンをホールドしたままBassノブを回すとデ

ィレイのリピート回数の設定ができます。

Delay Level(Middle Knob):タップテンポ･ボタンをホールドしたままMiddleノブを回すと

ディレイレベルの設定ができます。

Presence Bump On/Off(Treble Knob): タップテンポ･ボタンをホールドしたまま Treble

ノブを 12時の位置よりも少し右側の方へ回すと、音色を明るくするプレゼンス･ブーストを得る

事が出来ます。これはフロアーボードでEQをブーストする事と同じです。プレゼンス回路をオ

ンにすると、チャンネルCのライトが点灯します。

Channel Volume On/Off(Chan Vol Knob):タップテンポ･ボタンを押しながらChannel

Volume ノブを 12 時の位置より少し右側の方へ回すと、ボリューム･ブーストが機動します。

これはリード･ブーストの様に歪ませずにボリュームをブーストします。フロアーボードで

DRIVE/BOOSTをONにした時と全く同じです。ドライブ･ブーストをオンにすると、チャンネ

ルBのライトが点灯します。

Reverb Decay Time(Reverb Knob):タップテンポ･ボタンを押しながらReverbノブを回

すと、リバーブのディケイタイムを設定できます。

Effect Speed(Effect Tweak Knob):タップテンポ･ボタンを押しながらEffectノブを回す

と、エフェクトスピードの最適な設定が可能です。
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21. Save：自分で作ったサウンドを保存する時にこのボタンを使います。前もってプログラム

された PODプリセットの 1つを使用する際、1～9の番号とA～Dのチャンネルの文字がディス

プレイに表示されます。そしてどれか 1つのノブを回すと、“EDITED”の文字がディスプレイ

の左端に表示されます。これはチャンネルをセーブすることを忘れないようにする為、表示され

ます。変更保存する場合は Save（21）を押します。セーブボタンが点滅し始めたら、Up/Down

ボタンを押して下さい。1～9 のバンク内の A、B、C、Dから保存先を選び、Save ボタンを再

度押します。Save ボタンの点滅が止まり、選択した場所にサウンドが保存されます。前に保存

されたサウンドは上書きされます。保存した後は、アップ/ダウンのボタンを押すだけで保存先

を呼び出す事ができます。

前もってプログラムされたサウンドを使用しない場合は、マニュアル･モードにおいて、ノブが

設定されている所のサウンドが得られます。その設定値を保存したい場合、上記と同じ方法で保

存先を行って下さい。（アップ/ダウン･ボタンを使って保存先を選択し、再度 Save ボタンを押

すと完了になります）。

セーブする前に、“プリセット”に記憶されたサウンドをテストしたいことがあるかもしれませ

ん。その際、オーバーライトしても良い保存先を覚えておくと良いでしょう。
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注：セーブをし始めた後、その処理を止めたい場合は、タップテンポ､マニュアル､チューナー、

ノイズゲート又は、MIDIボタンのいずれかを押してセーブモードをキャンセルする事が出来ま

す。（セーブボタンを押してから 5秒間の間どのボタンも押さなければ保存はキャンセルされま

す）

22.MIDI：MIDIチャンネルの設定とサウンドのダンプをMIDI経由で実行するのに使用しま

す。詳細はDeep Editing & MIDI Controlを参照して下さい。

GETTING SET UP
以下の、黒いボックスの中に書かれている番号は後ろのカバーに図解されている PODのノブ番

号を指しています。

I. ALL PURPOSE BASICS
PODのACアダプターをコンセントに差し込んで、コードを右側にある①電源用ACアダプタ

ーへ接続してください。ギター出力を PODの入力②へ差し込みます。PODの音をヘッドフォン

で聞きたい場合、フォンジャック③にヘッドフォン･プラグを接続してください。レコーディン

グ･スタジオで使用する場合は、以下の Scenario Oneを参照してください。

ライブ演奏する場合は、Scenario Twoを参照してください。

II. SCENARIO ONE（スタジオでの使用）

PODをレコーディングで使用する場合、正しくセットアップする為に以下をまずお読み下さい。

Mount Up：PODを設置する最適な場所を捜すにあたって、オプションのデスクアダプター、

アンプトップ、POD用マイクスタンドにも目を通しておいて下さい。これらは POD Tools CD

と Line 6のホームページに記述されています。

Gimme Some A.I.R.：PODの出力をギターアンプの入力以外へ接続する場合、⑥A.I.R.スイ

ッチを“Direct”にしてください。このモードにおいて、A.I.R. DSPはアクティブになります。

このスピーカー･キャビネット･エアー･マイクロフォンは音を再現することができる為、「通常

のギターアンプとマイクのセットアップがもう使えない」と思う程素晴らしいものです。POD

の 1/4 TRS出力は多目的に使用でき、PODが音をプロセスしたバランスの+4dBu又は、アンバ

ランス入力の-10dBVで送ることができます。最良のパフォーマンスを得るには、質の良いケー

ブルを御使用頂く事をお勧めしています。

Ready To Play Anywhere：PODはどんな周辺機器とも一緒に使うことができます。何百万

もする SSLコンソールの横でもカセット･レコーダーの隣でも、どこでもアットホームに活躍し

ます。接続の手順としては、簡単な物から複雑なレコーディング･システムまで以下の通りです。

Boom Boxes & Small Portable Studios（小スタジオ）
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PODの出力⑤を外部機器の入力へ接続します。理想としては、左右両方の出力をお手持ちの機

材に接続しステレオで使います。その場合、A.I.R.スイッチ⑥が“Direct”に設定されているか

確認し、ギターをギター入力②へ差し込みます。PODのOutput Level④を設定して機材には十

分な信号が流れて、かつオーバードライビングや歪みが生じない程の大きさにします。Amp

Model Selector⑪を POD Cleanにします。Drive⑫を 9時か 10時の位置に設定し、Channel

Volume⑭を最大にして下さい。そして PODのアウトプット･レベルのノブとお手持ちの機材の

入力用ボリューム･コントロールを使って入力をオーバードライブによる不愉快な歪みを引き起

こさないまま PODから最大の音量を得られるようにします。ヘッドフォンがあれば、システム

を通して聞く音と同じかどうか比べる為に、ヘッドフォン出力へ差し込みます。ヘッドフォンを

着ける前に、音が大きくなり過ぎていないか確認してください。ヘッドフォン･レベルも出力レ

ベルによって設定されています。

Big Time Connections（大スタジオ）

ミキサーとマルチトラック・レコーダーを含む設定又は、コンピュター･ベース、デジタル･オー

ディオ･ワークステーションの設定にはいくつかの選択肢があります。MIDIコンピューター･ユ

ーザーの場合、Deep Editing & MIDI Controlの章を参照して、PODに付いているMIDIコン

トロール（例えば Tools CDに含まれる Sound Diver editorプログラム）についての詳細を読ん

で下さい。

First Time’s Charm：PODのA.I.R.スイッチ⑥が“Direct”に設定されているか確認して下

さい。普通に、ギターケーブルを PODに接続し、+4dBu ステレオ TRS 1/4（3極フォン）の左

右両方の出力を周辺機器（PODの出力は-10dBVやアンバラスの機器にも合います）の入力に

接続します。PODはギターの音を処理し、それをトラックからテープやディスクへ書き込むこ

とができます。

Changing History：ギターのトラックを録音してから何週間も過去のデーターにさかのぼっ

てアンプとエフェクター設定を変更することが可能になりました。従来のギターアンプ･システ

ムでは考える事が出来なかった、柔軟で豊富なバラエティーのあるセッテイングをミックスダウ

ン時に再現する事が出来るようになりました。以下は、動作環境とその他接続に関する詳細にな

ります。

Direct Injection：センド/リターンを使用する時は、ギターをレコーダーやミキサーのダイレ

クト入力または、コンピューター･ベースのオーディオ･システムの入力へ接続してください。ミ

キサーのチャンネルにギター出力を接続する場合はどうでしょうか？ギターのピックアップは

ハイ･インピーダンス設計になっています。インピーダンスは 300 KΩから 1 MΩで最高の結果

を出すための理想と言われています。殆どのミキサー入力は比較的、ロー･インピーダンスにな

っている為、理想的なギターの音を再現することはできません。ギターを直接接続するとギター

の音が潰れたようになってしまいます。このような音作りを避ける為に、DIボックスや透明感

のある楽器用プリアンプを使ってミキサーに入力する前にギター信号をバッファーすることを
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お勧めします。（クリーンで音色の変わらないプリアンプが理想で、アンプシュミレーターは避

けて下さい。ギタープリアンプはクリーンでフラットな周波数帯のリスポンスがあれば使うこと

が出来ます）。

アクティブ･ピックアップを使っているギターの出力は比較的ロー･インピーダンスな為、ライン

レベルのミキサー･チャンネルへダイレクトに接続することである程度良い結果を得ることがで

きます。例えば、ギターを直接Mackie1202VLZに接続しトリムを上げ目一杯の時に、良い結果

を得る事か出来る場合があります。低いインピーダンスのマイク入力はアクティブ回路を下げ過

ぎてしまう為、アクティブ･ピックアップは、マイク･レベルのミキサーへ入力する事は避けてく

ださい。

Return To Sender：どのように外部機器をセンド/リターンへ接続するかを見てみます。セン

ド/リターンは“Changing History”のセクションで説明した様にさまざまな柔軟性を提供しま

す。

リバーブを使用する場合：まずリバーブをお好みのキャラクターに設定します。そして POD

でリバーブがかかっていないトラックとかかっているトラックを比較するとします。ダイレクト

出力がチャンネルごとにあるミキサーをお持ちでテープ/HDレコーダーを使用する場合、以下

のようになります。
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Return To Sender Illustration：PODをミキサーのセンド/リターンに接続する方法です。

ギター入力をDIに差し込みます。そしてDIをダイレクトアウトを持つミキサー･チャンネルへ

入力します。トリム･チャンネルを設定し、入力レベルを適正値にしてください。録音トラック

の入力へミキサー･チャンネルからダイレクトに出力を差し込み、レコーダーへの入力をモニタ

ーするトラックを設定します。レコーダーのトラック出力をもう 1台のダイレクト出力の付いて

いるミキサー･チャンネルの入力へ接続します。PODの入力へそのダイレクト出力を差し込み、

ミキサーのステレオ･チャンネル入力の 1つへ PODの出力を接続します。A.I.R.スイッチ⑥が

“Direct”に設定されている事を確認して下さい。ギターを弾いて、PODにより処理された音

を聞く準備が完了したので、レコーディングのトラックを決めます。その後、トラックを再生し、

アンプとエフェクト等のスイッチを入れて下さい。もっと高度なテクニックで使用したい方は、

後に記載されているMIDI Maniaと全自動操作の設定に関してDeep Editiong & MIDI Control

のセクションを参照してください。注：音が悪くなる原因となる為、プリ PODとポスト POD

を同時にモニターしないで下さい。

Level Headed：上記の内容においてレベル設定を行う時は、PODに点灯するクリップ･イン

ディケーター（⑩Bank Up/Downボタンのすぐ下）を、気を付けて見ていて下さい。インディ

ケーターは POD入力がクリッピングしている事を表示するので、送られてくる信号のレベルを

下げる必要があります。PODへあまり低いレベル信号を送らないようにして下さい。どんなオ

ーディオ機器を使用しても、それでは良い音になりません。

Radiation Alert：シングルコイルのギターを使用している場合、コンピューターのモニター

からのノイズを簡単に拾います。CRTのディスプレイは特殊な放射線を放出しているので、ギ

ターのピックアップは放出する電磁波を受信し、増幅します。そして、これらはバズやハムノイ

ズとしてオーディオ信号から聞こえてきます。CRTから離れ、ギターを画面から離し、コンピ

ューターとのディスプレイに直接向き合わなければ、その問題は最小限に抑えることができます。

しかし、狭いスタジオでは、バズノイズを含むCRTに悩まされながら素早くトラックを行う必

要があります。以上を防ぐ為には、録音するトラックを設定し、プリロールをスタートし、モニ

ターのスイッチをオフにします。そしてギターの音を録音します。レコーディングが終了したら、

モニターのスイッチを入れ、バズノイズの無い再生音を確認します。

Pedal Power：PODのフットコントローラーのオプションには、FLOOR BOARDと FB4が

あります。FB4には 4つの PODチャンネルとタップテンポ･コントロールを選択する 4つのフ

ット･スイッチが付いています。PODのチャンネルにプログラムされた音の選択は足元で簡単に

行えます。ワウペダル、ボリュームペダル等のオン/オフ･コントロールも行うことができます。

どちらのフットコントローラーを選択しても、⑦Pedalジャックに接続してください。通常使用

する、MIDIコントローラー用ペダルでもコントロールすることはできます。

Not So Big Time Connections（コンピューターと MTR）
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4トラック又は、それ以上のトラック･レコーダーや“ネイティブ”のコンピューター･オーディ

オ･システムでも、センド/リターンを作動させることは可能です。（ギターと他の楽器をミック

スしたい場合、理想としては、コンピューターシステムに 2つ以上のアウトとインのチャンネル

があれば良いでしょう）。

Computer User：コンピューターの入力へギターを接続します。（最適な信号レベルを得るに

はDIを使用することをお勧めします）。A.I.R.スイッチ⑥が“Direct”に設定されているか確

認して下さい。PODにコンピューター出力から接続し、ギター信号がコンピューターから出力

され、演奏しながらPODの奏でる素晴らしいアンプトーンの出力を聞くことができます。POD

の入力がオーバードライビングしないようCLIPライト⑩を必ず確認して下さい。

Multi-trackers：マルチトラック入力へギターを接続します。（信号レベルの適正値を得るに

はDIを使用して下さい）。A.I.R.スイッチ⑥が“Direct”に設定されているか確認して下さい。

マルチトラックのトラックから出力を、PODへ送ります。PODへ送られる出力レベルを調節す

ればCLIPライト⑩は点灯しません。マルチトラックを使って PODをモニターするには、録音

されたギター信号はテープやディスクから聞かないまま PODへ送られなければなりません。そ

うしないと、ギター処理とダイレクト両方を同時に聞く事になり、実音とは若干ことなってくる

場合があります。1つ又は、それ以上のチャンネルからダイレクト出力のあるマルチトラックか、

プリフェーダー･エフェクトのセンドが必要になります。（入力信号が PODに対してエフェク

ト･センド経由でへ送られている時に、トラック用のモニターレベル全部下まで下げることもで

きます）。

Stomp Boxes（コンパクトエフェクター）

もし既にコンパクトエフェクターをお持ちならば問題無く PODと共有できます。ギターとDI

ボックス（使用していれば）の間にそのエフェクターを置くか、ギターとミキサー入力（DI無

しで信号を送っている場合）の間に置いて下さい。フットエフェクターがミキサー･チャンネル

やDIをオーバードライブしていないか確認して下さい。そして、踏んだ時にDIを通る信号が

ミキサーの入力をオーバードライブしないように気を付けてください。PODの前後にフットエ

フェクターを置く事もできます。使っているほかの機器と作ろうとしている音にもよりますが、

設置場所の制限は特にありません。レベルを設定している時は、ギターを弾く際の最大音量で音

をだし、最も音圧の高いピックアップのコンビネーション、そしてコンパクトエフェクトを最大

のボリューム･ブーストにして下さい。そして、最終的に大きな音の信号も連続チェーンをきれ

いに通る様にします。

MIDI MANIA

PODはMIDI経由ですべてをコントロールする事が出来ます。上記で説明したセンド/リターン

を使うと PODをパワーアップすることが出来ます。MIDIを使用する事によって、PODのパラ

メーターを自動に操作する事ができます。例えば、レコーディング･トラックをスタートさせま

す。（ギターは直接MTRへ、PODのMIDI出力のレコーディングはMIDIシーケンサーへ行
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きます）。そしてトラッキングしながらフロントパネル又はフットコントローラーで PODのメ

モリーを変更したり、リバーブを上げ、トーンのノブを回したり、アンプを他へ変更したりする

事が出来ます。レコーディングを停止し、シーケンサーからのMIDI信号を PODで再生すると、

PODはレコーディング時と同じ動作をします。録音可能なMIDIトラックとギタートラックだ

けを再生する事もできます。PODのノブとボタン、フットコントローラーで必要な機能の自動

操作を行えます。またMIDIメッセージをエディットしたり、他の PODの応用も可能です。詳

細はDeep Editing & MIDI Controlを参照して下さい。

III. Scenario Two（ライブでの使用）
ライブにおいて PODをギターアンプ用“フロントエンド”又は、サウンドシステムへのダイレ

クト出力する際は、以下を参照して下さい。

Mount Up（仕込み）：ライブ演奏の時に、ステージの身近な所に PODを設置する場合の 1

番簡単な設置方法は、PODのオプションのマイクスタンド、アンプトップ、デスクアダプター

を使用します。これらは持ち運びにも大変便利です。

Gimme Some A.I.R.：PODをライブ使用する際、設定方法に 2種類の選択があります。POD

の出力を直接外部機器へ入力するか、若しくはギターアンプとギターの間に接続します。こうす

る事によってアンプのフロントエンドのトーン･シェーピングとして動作させる事が出来ます。

PAやその他のサウンドシステムへ接続する場合、⑥A.I.R.スイッチを“Direct”にします。この

モードにおいて、A.I.R. DSPはアクティブになり、スピーカー･キャビネット･エアー･マイクロ

フォンを再現する事ができます。この設定はとても素晴らしい為、ステージに通常使用するギタ

ーアンプやマイクの設定がもはや過去のものなってしまうかもしれません。POD 1/4 TRS出力

は+4dBuのバランスと-10dBVのアンバランスの両方に対応しています。最高のパフォーマンス

を得るには質の良いケーブルをお使い頂くことをお勧めします。

POD Take Over：ギターアンプの直前に使用する場合、⑥A.I.R.スイッチが“Amp”になっ

ているか確認して下さい。（その他の設定になっていると音が悪くなります）。マイク用の各種

スピーカー･シュミレーション機能のデジタル信号の一部が解除されます。その際、ヘッドフォ

ンを接続しないようにして下さい。左側の出力（モノラル出力）からギターアンプの入力へ標準

ギターケーブルを接続してください。

POD Output Level：A Word of Caution：PODのOutput Levelコントロールはどんな機

器にも対応できるゲインを持っている為、ギターアンプの入力をオーバードライブする十分な力

も備えています。その特性は歪みの原因にもなる為、PODの持つ本来の音を聴くことが出来な

くなります。その為、出力レベルは最初かなり低めに設定しその後、高い設定で再生します。

Turing Your Amplifier：ギターアンプとして PODを使用するのがとても標準的な使い方で

す。アンプに 1つしかボリューム･コントロールがない場合、“クリーン”な音を維持する為に
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ボリュームを低く設定します。入力のボリューム･コントロールに加えマスター･ボリュームがあ

る場合、最初のボリュームがマスター･ボリュームをオーバーライドしないように設定する事に

よりクリーンな音を得ることができます。（アンプによって設定値が変わります）。しかし通常、

入力ボリュームはマスター･ボリュームよりも低くして、クリーンな歪みの少ない方にします。

パッシブトーン･コントロールがある場合、ミッド･コントロールを最大に設定し、トレブルとベ

ース･コントロールを 0にします。アクティブ･トーン･コントロールの場合、アンプのオーバー

ドライビングには気を付けて下さい。PODの出力レベルを確認して、アンプの入力がオーバー

ドライビングされない様にして下さい。A.I.R.スイッチはAmpに設定して下さい。

パワーアンプの入力へ直接接続するジャックやエフェクト･リターンの付いているギターアンプ

がある場合、PODの出力をそれらに直接接続して、アンプのトーン･コントロールをバイパスし

てアンプが音色を変えることを防ぎます。

Stomp Boxes、Live Setups、& You：外部エフェクター等を使用する場合、どの位置に置

くか考える必要があります。ワウやディストーションは PODとギターの間に置きます。リバー

ブとディレイは通常 PODの後に置きます。コンプレッサー、コーラス、フランジャー、フェイ

ズ、トレモロ、ビブラート等は PODの前後どちらにでも置くことができます。ボリュームペダ

ルを PODの後に設置すると PODはトーンを変えずにボリュームをコントロールすることが出

来ます。またPODの前にボリュームペダルを置くことにより、PODへの入力ドライブをコント

ロールしてクリーンな音から歪んだ音までペダルで調節出来ます。アンプにラインレベルのエフ

ェクト･ループがある場合、エフェクトセンドから入力へは接続しないようにして下さい。POD

の入力はギターレベル用にデザインされているます。（上記で述べたように、リターンだけを使

用することができます）。

Pedal Power：PODにはオプションのフットコントローラーで Floor Boardと FB4がありま

す。詳しくはこの後の章で説明したいと思います。FB4は 4つのメモリーをフットスイッチで

切り替えることができ、タップ・テンポをコントロールします。Floor Boardは PODのチャン

ネルに有るあらゆるサウンド・プログラムをコントロール出来るだけでなく、ワウペダル、ボリ

ューム･コントロール、ストンプボックス型のオン/オフコントロールを行うことができます。ど

ちらのフットコントローラーを選択しても⑦ペダルジャックへ接続します。標準MIDIコントロ

ール･ペダルで PODをコントロールすることもできます。

POD Effects
Deep Editing：Emagic社製の SoundDiver、MIDIエディター/ライブラリアン･プログラムが

付属されています。このプログラムはMacintoshとWindowsコンピュータの両方に対応してい

ます。そして PODのコマンド･ステーションでコンピューターを読み取ります。“リモート･コ

ントロール”によって PODのフロントパネルで行われている作業のすべてを完了することがで

きます。保存、サウンド選択等の機能と、アンプモデルやエフェクト･パラメーターへのアクセ

ス機能なども搭載しています。詳細についてはDeep Editing & MIDI Controlを参照して下さ



18

い。エフェクトの章にある基本的な操作手順を読み終えたら、PODのMIDIコネクションに関

しての説明もお読み下さい。

POD Onboard Effects：Amp Models機能に加え素晴らしいサウンドエフェクト機能も内蔵

されています。どのエフェクトにするかは⑰エフェクト･ノブで選択して下さい。エフェクトを

選択すると、PODはエフェクトのパラメーターをあらかじめ調節し、瞬時に素晴らしいサウン

ドを出すことができます。選択したエフェクトの特性は、⑳タップテンポ･コントロールをおし

て調節し、そして⑯Effect Tweakノブを回します。

Reverbs： PODには 2種類のリバーブ機能でスプリング･リバーブのチューブトーン･モデル

と標準のデジタルルーム・リバーブ･トーンが付いています。どちらを使用するかは、選択する

アンプモデルによって決めて下さい。通常は、スプリング･リバーブが良いと思います。リバー

ブ機能がないBrit Classicモデルの 1968 Marshall“Plexi”等の場合、ルームリバーブ･トーン

を使います。詳細はAmp Models Appendix を参照して下さい。

Compressor：コンプレッサーは音をスクイーズする際、柔らかい音は大きくなり大きな音は

大きくなり過ぎない様にします。この機能は演奏する音を揃える際とても便利です。そして本体

のレベルを上げることもできます。そして増幅した音を一定に保ちます。コンプレッションは殆

どの場合 2:1か 5:1のレシオで表されます。Tweakノブはコンプレッション･レシオを調節しま

す。設定には 1.4:1、2:1、3:1、6:1、∞:1の 5種類があります。（∞のマークは無限大を表しま

す。Effect Tweakを最大に設定すると、リミッターを使うのと同じような無限のコンプレッシ

ョンを得ることができます）。

コンプレッションはプリ･ディストーションの際コンプレッサー･ペダルを使うのと同じように

なります。

Tremolo：Tweakノブは音の深さをコントロールし、Tap Tempoコントロールは音の速度調節

を行います。トレモロのスピードはタップの 2倍の速さに設定されている為（タップテンポのラ

イトが点滅する速さの 2倍になります）。必至にタップしなくとも速いトレモロを設定すること

ができます。

Chorus：PODには 2種類のコーラスサウンドがあります。コーラス 1は四角い波形に周波数

帯を変更する為、“ロックマウント･エフェクト”のような音になります。コーラス 2は、より

多くのフィードバックがあるサイン･ウエーブ正弦波に変更する為、ムーブメントの多い豊富な
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ハーモニックスになります。コーラス 2は昔のRoland CE-1のようなクラッシックな音色に近

い音をだします。Tweakノブは音の深さを調節し、タップテンポは音の速度を調節します。ゆ

っくりとしたコーラスにしたい時は、タップを遅くして下さい。タップの間は約 6か 7くらいに

します。遅すぎると感じたら、タップテンポ･スイッチをホールドし、Effect Tweakノブを回し

てタップテンポを変更することができます。

Flanger：フランジャーは 70年代のレコーディングで知られている“ジェット機”の音に似て

います。本来、エフェクトは余り使われず、殆どの場合エンジニアはテープ･リールの一部に指

でプレッシャーを与えながらほんの少し速度を上げたり下げたりしてエフェクトをかけていた

為、あまり使われませんでした。指で押しているテープ･リールの一部をフランジャーと言うと

ころからこの名前はきています。電気的にエフェクトをかける事が出来るようになってからはと

ても良く使われる様になりました。PODには 2種類のフランジャー機能が付いています。両方

とも昔のADA。鍍ランジャーとります。
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をいつも使うことができます。Floor BoardのDelay On/Offスイッチでオンして下さい。また

Emagic社の SoundDiverソフトウエアかMIDIコントローラーを使ってもコントロール出来ま

す。（Appendix DのMIDIコントローラーを参照して下さい）

Noise Gate：PODはノイズゲートが内蔵されています。特に高いゲイン設定（ゲインが高い

と言うことはギターの音に沿ってノイズが上がる事を意味しています）の時や、プレイしている

時に耳障りなヒスノイズやギターシステムのノイズを取り除くことが出来ます。⑲のボタンが点

くとノイズゲートはオンになります。ノイズゲートを止めたい場合は、もう一度ボタンを押すと

ライトが消えノイズゲートがオフになります。再度オンにすると、ゲート機能でどのくらいヒス

音が消えたか分かります。

Combined Effects：残りのエフェクト機能はディレイと他のエフェクトのコンビネーション

になります。タップテンポ・コントロールはディレイのスピードを調節します。Delay

Repeats(Tap+Bass Knob)ディレイのリピート回数の設定、及びDelay Level(Tap+Middle

Knob)ディレイレベルの設定はここでも使用できます。

Delay/Compressor：Tweakはコンプレッション･レシオを調節します。

Delay/Tremolo：Tap Tempoはトレモロ・スピードの設定を調節します。Tweakはディレイ

レベルを調節します。ディレイ変化は 100msecです。

Delay/Chorus 1：TweakはChorusのセッティングを調節します。

Delay/Chorus 2：TweakはChorusのセッティングを調節します。

Delay/Flanger 1：Tweakは Flangerのセッティングを調節します。

Delay/ Flanger 2：Tweakは Flangerのセッティングを調節します。

Delay/Swell：Swellは自動操作のボリュームペダルに似ていて、プレイされるそれぞれの短音

やコードのボリュームを徐々に大きくします。Effect Tweakはボリューム増加のアタックスピ

ードを調節します。勿論、PODのフロアーボードを使って似たようなエフェクトを再現する事

もできます。又は、MIDIペダルや他のコントローラーを使うこともできます。

Creating & Storing

Using the Manual Mode Features：マニュアルモードで使用する際には、全ての調節機能

がアクティブになり、PODの音はノブの設定をそのまま反映します。マニュアルモードがオン

になると、⑨マニュアルボタンが点灯します。ノブを回して好きな音を探し、巻末のシートに書

き留めて本体に保存します。

Using the Channel Program Memories：お気に入りの音を 36チャンネルのメモリーの好

きなところへ簡単に保存することができます。SAVEボタン 21を押してアップ/ダウン⑩ボタン

を押して PODの９桁のバンク内A、B、C、Dのメモリー・ロケーションの中から保存先を選択

します。保存されている音の 1つを選びセーブボタンを再度押すと、ライトの点滅が止まり選択



21

した保存先に保存されます。前に保存されたものは上書きされます。サウンドが保存された後は、

アップ/ダウンのボタンを押して保存先を呼び出して音を再生します。

注：全てのライトが点滅し始めた後、作業を中止したい場合はタップテンポ、マニュアル、チ

ューナー、ノイズゲート、MIDIボタンの何れかを押すとセーブモードを解除できます。（また

セーブモードを押した後に 5秒間どのボタンも押さなければ保存は解除されます）。

Swapping POD Channels with Friends：例えば、素晴らしい音を作りそれをチャンネル

Aのバンク 1に保存します。曲を作るにはこの音を使わなければなりません。しかしサウンド･

プログラマーのシートをコピーするのを忘れてしまい、どこにも書き留めなかったとします。こ

のような場合、セーブボタンをホールドしながら PODのノブのどれか 1つを回して下さい。（こ

の時アウトプット･レベルのノブは押さないで下さい。これはプラグラムへ保存されません）。

セーブボタンを押しても設定が変わったり、セーブモードへ行く心配はありません。その代わり

に、チューナーボタンの下の矢印が点灯します。矢印はノブを回す方向を指示しており、その方

向に廻すと保存されているコントロール設定になります。ノブの位置が保存設定とぴったり合う

と、両方のライトが点灯します。この作業を全てのノブで終え、タップテンポのスピードも書き

留めておけば、同じ設定を他の PODで再現する事もできます。すべて正しく行われているか確

認するため、ノブが設定された後にマニュアルモードへ転換し、音が変わっているか聞くことも

できます。

わかりにくいようでしたらMIDIケーブルを使って第 8章のDeep Editing & MIDI Controlを

参照し、転送することも出来ます。またコンピューターで音を相互に転送する事も可能です。

MacintoshとWindowsの両方にEmagic社の SoundDiverソフトウエアは対応しています。

PODの Tools CDを使うこともできます。

Edit Mode：プログラムされている音にベースの音をもう少し加える事も簡単に出来ます。ア

ップ/ダウンボタンでメモリーからの音を呼び出し、ベースノブを回して自動的にエディットモ

ードに入ります。すると“Edited”の文字が点灯し、保存されたチャンネルのメモリーに変更を

加えたことを知らせます。そして SAVEボタンを使って保存します。このように保存されたチ

ャンネルを編集する機能をエディット・モードと言います。編集を行うには、セーブボタンを押

してライトが点滅したら再度セーブボタンを押します。すると音は現在選択しているメモリーに

保存されます。保存先を変更したい場合には、SAVEの文字が点滅したらアップ/ダウンボタン

を押して保存先を選択します。

編集した音を保存しない場合は、SAVEボタンは無視して下さい。SAVEボタンを押した後に保

存をキャンセルする場合は、タップテンポ、マニュアル、チューナー、ノイズゲート、MIDIボ

タンの何れかを押して保存の作業を中止します。編集を保存する前にチャンネルを変更してしま

った場合は、変更は消去されます。

The Preset Rest Button：PODのチャンネルを工場出荷時の状態にリセットする必要が



22

有る場合は、アップ/ダウン・ボタンを押したまま電源を立ち上げて下さい。PODのメモリーは

消去され、全てがリセットされます。

注：これは全てのカスタム・サウンドを消去する為、充分に考えた上で作業を行って下さい。

Deep Editing & MIDI Control
MIDI Basics
What’s MIDI?：MIDI（楽器用デジタル･インターフェース）は楽器間のインフォメーション

を交換するコミュニケーション･プロトコールのデザインです。MIDIにより他の機器をコント

ロールしたり、複数台の機器を一緒に連結して使用することができます。

In/Out
PODには 2つのMIDI端子が付いています：In/Out。MIDIケーブルを使ってMIDI機器とPOD

を接続します。それぞれの接続は一方通行になっています：情報は 1台の機器のアウトからもう

1台の機器のインへ送られます。また受信することも出来ますが、その場合は、もう１本ケーブ

ルを接続してインからアウトに接続します。

MIDI Channel
MIDIは 1本のMIDIケーブルを通って異なる 16チャンネルの情報を送受信します。MIDIケ

ーブルのチャンネルはプログラムが保存されている PODのチャンネルとは異なります。

PODを（テレビのチャンネルを選ぶように）特定のMIDIチャンネルに合わせた際、MIDI機

器もそのMIDIチャンネルに合わせて同じチャンネルに送信することが可能です。PODのMIDI

チャンネルをMIDIボタンを押して設定します。ボタンが点灯して表示されている 1桁の数字は

PODの現在のチャンネルを表します。16のMIDIチャンネルの中から違うチャンネルを選択す

る場合は、アップ/ダウンの矢印をを使って下さい。PODはチャンネルの数が 2桁（10～16）に

なると 1桁の数字の右に点を表示します。ですから“2”と表示されたら 12チャンネルを意味

します。
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MIDIチャンネルをAに選択する事で全てのチャンネル（オムニモード）を聞く PODを設定す

る事もできます。オムニモードを使用している時、PODはチャンネル 1で送信します。

MIDI Messages
MIDIはいくつかの異なるメッセージを異なる目的に合わせて送ることができます。

MIDI Program Changes：プログラム変更のメッセージは設定や音色の変更を機器に送りま

す。PODにおいて、プログラム変更はチャンネルから他のチャンネルへの変更を意味し、POD

が 1と変更番号を受けると、バンク 1のチャンネルAを選択します。2の変更番号はバンク 1の

チャンネルBとなります。詳細はAppendix Cを参照して下さい。

MIDI Controllers：MIDIコントローラーのメッセージはリアルタイムで外部機器のパラメー

ターをコントロールする事ができさす。例えば、MIDIコントローラーを使用して POD Drive

コントロールの設定を変えたり、リバーブ・レベルを変更したりすることができます。それぞれ

の PODのパラメーターはMIDIコントローラーへマッピングされる為、PODの全てのコントロ

ールを行う事ができます。Appendix Dに PODのパラメーターとコントローラーに関しての詳

細が記載されています。Floor Boardのワウとボリューム･ペダルもMIDI経由でMIDIコント

ローラーのメッセージを送信します。MIDI経由でパラメーターのコントロールを変更する際に、

ノイズを最小限に押さえる為に PODのセッティングをゆっくりと変えるようにして下さい。

MIDI Sysex Commands：システム・エクスクルーシブ･メッセージとは機器固有の特殊なメ

ッセージを意味します。Sysexは他の機器のメモリーにプログラムされたサウンドを送信したり、

機器から新しいサウンドを受け取ります。このデーターの交換は“ダンプ”と言われ、POD Tools

CDに入っているEmagic社 SoundDiverソフトウエアの Sysexコマンドを使っています。POD

のプログラムをバックアップと編集の為にダンプしたり、コンピューターから PODへプログラ

ムを送信します。また 2つの PODが Sysex経由で直接データを交換するもできます。その際は

MIDIケーブルを使用して下さい。詳細に関しては以下を参照して下さい。

Emagic社 SoundDiver Software
Emagic社 SoundDiverにはエディター/ライブラリアン･プログラムが含まれています。

SoundDiverはコンピューターに PODのサウンドを保存して、スクリーン上で PODのサウンド

を編集します。CDにはインストールの方法とエレクトロニック･ユーザー･ガイドが付いていて、

その中にはEmagic社のテクニカル･サポート･サービスに関しての案内も含まれています。

SoundDiverを使うにはコンピューターにMIDIインターフェースを付ける必要があります。同

様に、ソフトウエアのラインと音楽録音用のハードウエアも必要になります。

POD-TO-POD Sound Transfers Via MIDI
PODから直接サウンドを転送したい場合は、以下の手順に従って設定を行って下さい。この時
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は標準MIDIケーブル使用して下さい。

受信側の PODのMIDIインを送信側の PODのMIDIアウトへ接続して下さい。2台の PODの

MIDIボタンを押して、どのMIDIチャンネルに設定されたかを確認します。アップ/ダウンボタ

ンを使ってそれらを同じチャンネルに設定して下さい。

Transferring All Sounds：送信側のサウンドを全て受信側にコピーしたい場合は、MIDIボ

タンが点灯しているのを確認して、セーブボタンを押して下さい。表示される 1桁の番号のとこ

ろが“A”となります。AはMIDI経由で全てのサウンドを送ることを意味しています。そして、

セーブボタンが点滅し、送信する場合は再度セーブボタンを押すことを確認されます。セーブボ

タンを再度押すと送信側の全てのメモリーは受信側へダンプされます。送信側のボタンのどれか

を押すと、転送を解除します。

Transferring Only Some Sound：1つ又は特定のサウンドを PODから転送する場合の手順

は以下の様になります。PODを通常のオペレーション･モード（この時MIDIボタンは点灯しま

せん）にして、転送するサウンドを選択して下さい。この際に編集を行うこともできます。POD

はアクティブにした設定全てを転送します。その為、好きなサウンドを選択したら、MIDIボタ

ンを押して下さい。そして、SAVEを押します。次に“A”から“1”に変更を行う為にアップ

ボタンを使います。これは全部ではなく 1つのサウンドを PODの受信側へ転送する事を意味し

ます。転送する為に SAVEボタンをもう 1度押して下さい。中止する場合は、その他のボタン

を押して下さい。最後に、PODの受信側はEDITEDライトが点灯します。この状態でまだ保存

はされません。保存先を選択し、受信側の SAVEボタンを押します。SAVEボタンをもう 1度

押すと転送するサウンドの受信側が再確認されて実行されます。そして、受信側へ保存します。

Backing Up POD Programs To Other Devices：PODへプログラムされたサウンド

をバックアップする事で、何か起こった場合でもサウンドを失う心配がなくなります。バックア

ップ用に PODから他のMIDI機器へサウンドを転送したい場合は、PODから PODへの転送手

順と同じ方法で行って下さい。その際に、MIDIケーブルが必要になります。

PODのMIDIアウトを受信側のMIDI機器のMIDIインへ接続します。MIDIボタンを押して

どのMIDIチャンネルが設定されているか確認して下さい。アップ/ダウンのボタンを使って受

信側のMIDI機器と同じチャンネルを設定します。またはMIDI機器の変更を行いMIDIチャン

ネルに合わせます。受信側と送信側のチャンネルが同じであれば問題はありません。

Transferring All Sounds：PODからMIDIレコーダーへプログラムされたサウンドをダン

プする時は、MIDIボタンが点灯しているかを確認して下さい。そして、SAVEボタンを押しま

す。表示される 1桁の番号のところが“A”となります。AはMIDI経由で全てのサウンドを送

ることを意味しています。そして、SAVEボタンが点滅し、“送信する場合はもう一度セーブボ

タンを押す”ことを確認されます。再度 SAVEボタンを押すと送信側の全てのメモリーは受信
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側へダンプされます。送信側のボタンどれかを押すと、転送を中止します。

Transferring Only Some Sound：1つ又は複数の各サウンドを PODから転送する場合の手

順は以下の様になります。PODを通常のオペレーション･モード（この時MIDIボタンは点灯し

ません）にして、転送するサウンドを選択して下さい。この時点で編集を行うこともできます。

PODはアクティブにした設定全てを転送します。その為、好きなサウンドを 1度選択したら、

MIDIボタンを押して下さい。そして、SAVEを押します。“A”から“1”に変更を行う場合は

UPボタンを使います。これは全部でなく 1つのサウンドを PODの受信側へ転送する事を意味

します。転送する為に SAVEボタンをもう 1度押して下さい。キャンセルする場合は、その他

のボタンを押して下さい。そして、MIDIレコーダーの STOPを押します。もう 1つ信号を送り

たい場合には、MIDIボタンを押し、SAVE、UPボタンを押します。レコーダーが受信出来る

様に設定して下さい。SAVEを押してダンプを実行します。そしてMIDIレコーダーの STOを

押します。

Changing POD Channels With MIDI Program Changes：

MIDI経由で行う基本的な事はチャンネル変更です。MIDIプログラムの変更メッセージを送る

他の機器やフットコントローラーを使って変更を行うこともできます。MIDIアウトを PODの

MIDIインに接続して、両方の機器のMIDIチャンネルが同じになるように設定します。そして、

プログラム番号や選択チャンネルに関しての詳細はAppendix Cを参照して下さい。マニュア

ル･モードとチューナーはMIDIプログラムのメッセージで選択することができます。MIDIプ

ログラム変更のメッセージをMIDIシーケンサーから PODへ送信そして、シーケンサーの同期

信号で自動的にサウンドを変える事も可能です。MIDI経由でパラメーターのコントロールを変

更する際に、ノイズを最小限にする為に PODの設定はゆっくりと変更してください。

Tweaking POD Tones with MIDI Controllers：

MIDIフェーダーボックス付MIDIコントローラー、及びMIDIシーケンサーお持ちでしたら、

全てのパラメーターをMIDIによってコントロールすることができます。詳細に関しては

Appendix Dを参照して下さい。

Exchanging POD Sounds：音を送受信する為にMIDIケーブルが必要になります。詳細に

関しては第 6章の“Exchanging Sounds with MIDI”を参照して下さい。

Full MIDI Automation of POD：MIDIシーケンサーで PODを使う時は、MIDIコントロ

ーラーのメッセージを使ってパラメーターを自動操作する事ができます。これにより Por Tools

TDMシステムを使わずにプラグインソフトウエアやアンプファームのようにパラメーターを自

動制御する事ができます。

PODのフロントパネルのノブは適切なMIDIコントローラーの情報を送ります。（オプション

の FLOOR BOARDフット･コントローラーのワウとボリュームペダルで行うのに似ています）



26

MIDIシーケンサーに沿って PODを通りMIDIトラックへ録音することができます。第 3章の

Return to Senderを参照して下さい。

シーケンサー設定で PODのMIDIアウトをMIDIインへ接続します。シーケンサーのMIDIア

ウトを PODのMIDIインへ接続します。PODとシーケンサーは同じMIDIチャンネルに設定さ

れているか確認して下さい。

MIDIコントローラーの自動操作をする為に、シーケンサーにMIDIトラックを設定して、POD

のMIDIアウトから送られる信号を録音します。そして、PODのMIDI出力を受けるMIDIト

ラックを設定し、シーケンサーの録音を始めます。PODのドライブノブをゆっくりと 1番上ま

で上げて、その後シーケンサーの録音を行いながら 1番下まで下げます。シーケンサーで POD

のMIDIトラックに録音されたデータを調べて下さい。MIDIコントローラーの#13メッセージ

が録音されたの確認できます。これは PODのドライブ･パラメーターへアサインされたコント

ローラーです。PODを使って演奏しながら録音されたMIDIトラックを再生します。（又は POD

を通り録音されたダイレクトのギター信号を再生します）。するとMIDIトラックへ録音したド

ライブの変更を聞く事ができます。

フロントパネルのコントロールからアクセスできない PODのパラメーター自動操作は、（例：

リバーブトーン）。MIDIコントローラーのハードウエア又は、オンスクリーン･フェーダー若

しくは他のコントローラーを搭載にコンピューターのシーケンス･ソフトをご利用下さい。MIDI

経由でパラメーターのコントロールを変更する際に、ノイズを最大限にするために PODの設定

はゆっくりと変更して下さい。
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・SOUND DIVER For PODインストールマニュアル
MIDIドライバーの設定

1. サウンドブラスターのようなカードはMIDIドライバーを一つ以上持っています。通常は外

部の MIDI ポートではなくシステムのカードに内蔵されているシンセのドライバーにデフ

ォルトで設定されています。そのためドライバーが PODを認識する為には、正しいドライ

バーを選択しなければなりません。

2. MIDI ケーブルは入出力双方に接続されなければなりません。POD の出力からコンピュー

ターの入力へ接続され、コンピュータの出力から同様にして PODの入力に接続されます。

3. MIDIチャンネルは同じ値に設定されなければなりません。最も簡単な接続方法は PODの

MIDIチャンネルを全て「A」に設定することです（オムニモード）。

次に PODを認識するための基礎的なステップを説明します。

1. デバイスが見つからないという表示が出た場合、「MANUALLY」のボタンをクリックしま

す。すると SUND DIVERのメモリーマネージャーに移行します。

2. メモリーマネージャー・ウィンドウの左側にパラメーターのリストを見ることができます。

そこで｢OUT PORT｣が外部MIDI用ドライバーに設定されていることを確認して下さい。

ドライバーの名前は各社で異なりますが、判りやすく選択できるようになっています。

3. 「DEVICE ID」が１に設定されていることを確認して下さい。

4. メモリーマネージャーの右側に「USER PROGRAMS」と表示されたタイトルバーがありま

すのでそれをクリックして下さい。すると現在空になっている 36ヶのユーザー・プリセッ

ト・ロケーションをハイライトします。

5. メモリーマネージャーの一番左上のアイコンをクリックしてください。すると小さなキーボ

ードの形をした矢印が表示され、小さな「？」マークが現れます。これは現在のプログラム

を PODからリクエストしていることを表示します。この時点でパッチ名が埋められ、サウ

ンドドライバーが PODを認識し始めます。

次に POD内の音ライブラリーを構築します。以下の手順に従ってください。

1. 「USER PROGRAMS」エリアには全てのパッチ名が表示されているので、そこから「Build

Library All Entories From The Entry Menu In The Memory Maneger Window」を選択し

ます。これでリストにある全てのパッチと共にライブラリーのウインドウが開かれます。

2. ファイルメニューから「SAVE」を選びライブラリーを保存します。そしてファイル名をつ

けて下さい。

3. ライブラリーを作成した後、新しいパッチを保存することができます。（ライブラリーは

36 パッチ以上保存できます。実際はディスクスペースの容量分だけ保存できると考えてく

ださい。）方法は簡単で保存するパッチをユーザープログラム又はプログラム・エディット・

バッファーからドラッグしてライブラリーにドロップします。これらのパッチはライブラリ

ーからドラッグして PODのどのロケーションにドロップすることもできます。
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POD2
NEW FEATURES

バージョンアップ内容のご案内

株式会社サウンドハウス
P r o f e s s i o n a l  S o u n d  E q u i p m e n t
S p e c i a l i s t
〒286-0044千葉県成田市不動ケ岡1958
TEL:0476-22-9333 FAX:0476-22-9334
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はじめに

この度は、LINE6社製の POD2をお買い上げ頂き、誠に有り難うございます。Version2ソフトウ

ェアは、既にご愛顧頂いている PODにユーザーの要望に答えて製品デザイン部が考え出した数多く

の新機能や改良を加えることができます。

ご使用になる前にこの取り扱い説明書を必ずお読み下さい。

この説明書では機材に関して全詳細に触れていますが、まずは製品の概要から説明していく事にしま

しょう。

ここでは既存のサウンドを SOUND DIVERを使って保存する方法を説明します。

■ 新機能

1. 32通りのアンプモデリング・アンプ

POD2.0には 32通りのモデリング・アンプが搭載されており（旧モデルでは 28通り）、フロントパ

ネルのツマミで選択できます（この機能により１～16 以上のモデリング・アンプを使用する際

SOUNDDIVERソフトを使用する必要が無くなりました）。TAPボタンを押したままモデリング・

アンプのつまみを回して 17～32のアンプを選択します。

アンプの新モデルについては後ほど詳しくご紹介します。

2. ミックス＆マッチ・キャビネットモデル

PODでは旧モデルから SOUNDDIVERを通して様々なタイプのスピーカーに接続していましたが、

POD2.0 ではダイレクトにスピーカーへ接続できるようになりました。TAP ボタンを押したまま

Effectツマミを回せばキャビネットを選択できます。キャビネットのタイプについては後ほど詳しく

ご紹介します。

3. カスタム・メイド可能

アンプ・モデルのツマミとエフェクト・ツマミの役目は今や、アンプ･モデルやエフェクトの選択だ

けにとどまりません。例えば Rectifier アンプ・モデルの場合、ドライブ/低域/中域/高域を自動的に

設定し、ロック系音楽に最適な状態にします。―たった 1つのツマミをひねるだけで準備完了という

わけです。エフェクトのツマミに関しても同様です。さらに便利なのは、各アンプ・モデルのツマミ

とエフェクト・ツマミの位置に記録された設定をそのままセットできることです。これによりオリジ

ナルで作った PODの音を、自分の作品に反映させることができます。MANUALボタンは自動設定

を解除し、ツマミの位置通りの音を出す事ができます。このボタンについても後ほど詳しく説明しま

す。
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4. 音の送信

POD のユーザーは素晴らしい音を作り出す為にこの機能を頻繁に使います。この ToneTransfer シ

ステムは全ての音楽制作において有利な機能なのです。第一に、POD で使用している全ての音楽を

Flextone IIシリーズのアンプや新 PODProに移行させる事ができます。第二に、この音楽の拡張ラ

イブラリーはホームページ：www.line6.comで入手できます。ライブラリーには音楽ジャンル/アー

ティスト名から検索またはログインしてご自分の好みにあうサウンドを見つけて下さい。ホームペー

ジ上ではユーザーが作った音をライブラリーに加えることができます。当社でも今後も素晴らしいサ

ウンド・コレクションを引き続き加えていき、最高のギター・サウンドを提供していきます。

5. PODをアンプ対応にチューニングする

PODにはAMP/DIRECTスイッチが付いており、様々な設定において PODの機能を最大限に引き出

してくれます。ミキサーやレコーダーに直接 PODをつなげる場合はDIRECTの位置に設定します。

別のギター・アンプを使用してフロント・エンドの音造りをするために PODを使用する場合はAMP

の位置にして使用します。AMPにチューニング・モードの選択肢を増やしましたので、パワーが大

きくても選択できるようになりました。初期設定において PODはオープンバック・コンボタイプの

ギター入力につないでありますが、新しいチューニング･モードにおいてはクローズバック・タイプ

のパワーアンプ入力またはクローズバック・タイプのスピーカーのどちらにも接続が可能です。詳細

については後ほど図解でご説明します（POD の接続方法の説明に際して図解があるとわかりやすい

というユーザーの要望にお応えしました）。

■ 改良点

PODに新機能を付け加える一方で、更にいくつかの改良も加えました。

1. チャンネル切替の迅速化

チャンネル切替機能はより高性能に仕上げられ、結果、迅速かつ円滑なものに仕上がっています。チ

ャンネルを変える際、POD は次々にチャンネルを変えるパラメーターのみを更新します。例えば 2

つのチャンネルがリバーブ・レベル以外すべて同じ設定にしてある場合、そこでチャンネルを切換え

るということはリバーブ・レベルだけを更新することになります。チャンネル切替がほぼ瞬時に、か

つ確実に行われます。

2. 新 SOUNDDIVER

SOUNDDIVERソフトは最新版にアップデートされたので、Flextone IIアンプ’PODPro/POD2.0

そして PODのすべてに対応するようになりました（最新版 SOUNDDIVER のダウンロードに関し

まして当社ホームページ：www.line6.comの Support Sectionの欄を必ずチェックして下さい）。

改良されたチューナー－半音階のチューナーがより迅速にかつより正確に機能するようになりまし

た。
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■ アンプ・モデル

旧モデルの PODでは（ver.2.0以前）28 種類のアンプ・タイプが内蔵されていました。そこでは 1

～16のアンプはAMP MODELのツマミから、残りは SOUNDDIVERのDeep Editingソフトや同

様のモデルをプリセットしたプログラムから選択していました。そこで PODユーザーの皆様の「コ

ンピューターなど使わずに PODから直接全てのアンプ・モデルにつなぐ簡単な方法はないか」とい

う声にお応えしたのがVersion2.0です。今回、４種類のアンプモデルをメニューに追加しました。

1. アンプモデル１～16

Amp Modelツマミを回しアンプモデル１～16を選択して下さい。アンプモデルの名前はツマミの周

りに記してあります。

2. アンプモデル 17～32

TAPボタンを押したままAmp Modelツマミを回し、アンプモデル 17～32を選択して下さい。下記

の表は各ツマミのアンプモデルの対応表です。

＊ 印の付いたモデルは新採用。

新採用のアンプモデルの詳細

? Line６Twang（TAPボタン＋Line６Clean）

このモデルは Fender Blackface Deluxeアンプ‘60sモデルと Fender Bassman‘50sモデルを

基調にデザインされています（クラッシクな Fenderのギラつくハイエンドとビンテージアンプ

に充ちた音のうねりが特徴）。Driveツマミがトップレンジに入るまでクランチーな音はでませ

ん。ここでは黒色のDeluxeやBassmanよりも幅広いトーン・コントロールが可能です。

? Line6 Crunch＃２（TAPボタン＋Line６Crunch）

このサウンドは 50WのMarshall Plexi‘68sモデルを使用しているスタジオで作られました。

ですが Plexiとは異なり、このアンプモデルではより幅広いトーン･コントロールが可能です。
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Plexiでは一度オーバー・ドライブするとトーン・コントロールはあまり機能しなくなります

が、PODではDriveが最高値に設定されていても中域を拾ってくれるのです。

? Line６Blues（TAPボタン＋Line６Drive）

この音はMashall JTM-45 Bluesbreaker ‘65sモデルを基調としていますが、もっとも幅広

いトーン・コントロールが可能です。このモデルは、高めの Drive 設定にすると Budda

Twinmasterの一種による柔らか目にオーバードライブされた音調を変えられます。

? Line６Insane（TAPボタン＋Line６Layer）

ここで目指した事はできるだけ入力ゲインのディストーションを入れる事でした。音調の詳細

や性質は保持したままで、現在存在するどのアンプよりも大量のディストーションを加えるこ

とのできる素晴らしいチューブ・ドライブを手に入れたのです。結果として、幅広い音形態を

数多く伴ったボトム・エンドやスピーカーの性質が得られるようになりました。ドライブ･コ

ントロールを上げ、自由に音を操って下さい！

■ ミックス＆マッチ・キャビネット（スピーカー）・モデル

バージョン 2.0以前では PODのキャビネット・モデルは、各アンプモデルと共に自動的に選択され、

SOUNDDIVERソフトを使ってキャビネット・モデルを変更できました。SOUNDDIVERのユーザ

ーの皆様からは、‘これはとても便利な機能なので、コンピューターがなくても、このスピーカーモ

デルのフル・セレクションにアクセスする何かいい方法はないか’という声があがっており、その声

にお応えしたのがこの機能なのです。

スピーカーモデルの選択

TAPボタンを押したままEffectツマミを回して 16ヶのキャビネットモデル・セレクションの中から

お選びください。

下記の表は選択できるキャビネット・モデル一覧です。
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■ カスタム・メイド

新 2.0バージョン･ソフトでAmp ModelsやEffectツマミから呼び出した設定をオリジナルに変更す

ることができます。この素晴らしい新機能を使って、あなたしか持っていない世界中でたった 1つの

サウンドを PODに収納しておけるのです。1 つのツマミを回すだけで瞬時にこの機能が使用できま

す。この機能をどのように使いこなしていくかという点ですが、Amp ModelsとEffectツマミを回す

とどうなるのかというところから説明していくことにしましょう。Amp Modelsツマミをまわすとモ

デリング・アンプを選び出し、Effectツマミを回すとエフェクトが選択されます。

これら２つのツマミですが実際には、それぞれシーンの背後に多数のパラメーターが設定されていま

す。モデリング・アンプを選ぶと、PODは下記に示したコントロールをAmp Modelsのツマミで決

定した値に設定します。

※印の付いているコントロールはオプションです。

アクセスするには SOUNDDIVERソフトまたはMIDIが必要です。

同様に、Effectツマミを回すと選択したエフェクトに関連しているすべてのパラメーターを設定しま

す。

この機能により、になっせので、 Amp Modelsツマミと Effect ツマミへ 60パターンになりましせ。この^珒�で

ツマミ� �,見'Sに回しせ�ﾘ{はユーザゞ Ｂして機能しまず�!

�ストに*�るコントロールで｀オ�ト�胤椎の を?ﾈ訷することができ�

按モ異なＺといっせエフェクトびせっせ��つのツマミでで選択することができ�

、犬く肢ゃしせ嵋に�ｳｦﾙになＺこｙ]ｹ蘇されるのでしょうか��Aンプモデゼをオ�ト�蔭でﾞﾆり

��+X+�.ｭ��ｩ����+8.ｨ+�4�987�〃モデゼのツマミ�,見'Sに]ｹ蘇することになります！~ｱ示�

�諚��し゜そのアンプの設定窪セスタ8�]ｹ蘇�ﾗ1示�
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の設定を呼び出すことができます。あるいは SmallTweedを使用し、そのアンプの設定でカスタム保

存を行えば、そこにその設定は保存されるのです。POD は、その時に設定されているアンプモデル

の位置に関係なく、適切な場所を選び出し、そこに情報を記録してくれます。ですから誤ってModern

Hi Gain設定を Small Tweedの位置に保存してしまうことはありません。

エフェクトに関しても同様です。POD は、トレモロやロータリー・スピーカーなど何を使用してい

ても適切なツマミの位置に保存します。

現在どのアンプモデルを使用しているのか、またはどのエフェクトを使用しているのか分からなくな

ってオリジナルを作る前にもう一度、把握したい時なども簡単です。

Saveボタンを押し（または押したまま）、Amp Modelsツマミ又はEffectツマミを回すだけです。

正しい位置に回せば、チューニング・インジケーターの矢印が両方とも点灯します。アンプモデル

が 17～32モデルの 1つだった場合は Tapボタンもはっきりと点灯します。

さぁ、これで何をすればいいのかがはっきりしたと思います。それでは次に進みましょう。

■ カスタム・モードをアクティブにする

初めにすることはAmp ModelsツマミやEffectツマミに保存しておきたいアンプ設定やエフェクト

設定を決めることです。このアンプ設定やエフェクト設定は、プリセットされた音からのものであっ

たり、独自に編集した音であったり、Web サイトからダウンロードした音であったり、あるいは

SOUNDDIVER で呼び出した音からの設定となります。その音がどこから引っ張ってきたものであ

っても、しなくてはいけない事はその音を PODに保存することです。これによってアクティブ状態

になり、保存されたものを再生していきます。

次ぎに、Saveボタンを押して（又は押しつづけて）、Manualボタンを押して下さい。Saveボタン

とManuaボタン、AとBのライトが一斉に点滅し始めます（ボタンはこのままにしておいていいで

す）。ここでカスタム・モードになります。Up/Down矢印を使ってAを選択する場合はAmp Models

ツマミに現在のアンプ設定を保存したいコマンドを PODに出して下さい。Bを選択した場合、POD

は現存のエフェクト設定を‘Effect’ツマミに保存したい事を認識してくれます。以下にその手順を

簡潔にまとめてみました。

1. PODに保存したいアンプまたはエフェクトを決めて下さい。

2. Saveボタンを押したまま、Manualボタンを押して下さい。Save/Manual/A/Bのライトが点滅

します。

3. Up/Down矢印を使ってA（アンプ）、またはB（エフェクト）を選択します。

4. Saveを押せば保存は完了です。（途中で中止する場合はManualを押して下さい。）
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■ トーン・トランスファー機能

POD を使えば、コンスタントに拡張されていくサウンドを得ることができます。また POD/POD

Pro/Flextone IIシリーズの音を使用することもできます。スタジオや練習に使った PODのサウンド

を、ライブに使用する Flextone IIアンプに移すこともできます。友人の Flextone IIのサウンドを

ご自分の PODに移すことも可能です。

当社のホームページwww.line6.comの Tone Transfer Webライブラリーにアクセスしてこの機能を

確認して下さい。トーン・ライブラリーは、アーティスト名や音楽ジャンルなどで検索できますので

チェックしてみて下さい。

また、オリジナルの PODサウンドができた時は、是非ライブラリーにその作品を加えて世界中のユ

ーザーで共有しましょう。これは当社の目指していることの１つで、PODやその他の Line6製品シ

リーズをユーザーの皆様が音楽制作に使用できる最強のツールにしていくことです。

■ PODをアンプ向けにチューニングする

別のギター・アンプにおいて大変便利なトーン・シェイプ・フロントエンドとして、または多彩な機

能を持つ‘プリアンプ’‘パワー・アンプ’‘スピーカー・キャビネット’として使用することもで

きます。新バージョン 2.0では異なる状況下にも対応する最適なチューニングがいくつか加えられ、

異なる設定においてもベストな音を得ることが出来るようになりました。

■ 新キャビネット・チューニングモード

初期設定において PODはオープン・バック・キャビネットのフロント部分に接続されています。そ

れ以外に接続したい場合は、キャビネットのチューニング・モードを変更します。次ページに示した

簡単な手順にそって変更して下さい。

1. PODの電源を入れ Saveボタンを押したままにします。PODの画面にはキャビネットチューニ

ングモードを示すアルファベットが表示されます。

2. ↑↓の矢印ボタンを押して、モードを選択します。

3. Saveボタンを押せば、これでこの設定を PODに保存できました。

別のギター・アンプのフロント面に PODを接続する場合や、パワー・アンプやスピーカーに接続す

る場合には次に示した図をご覧下さい。



44

どんな場合においても PODの左側の出力をアンプ入力（モノラル）に接続します。ご自分のセット

アップから最高の結果を得るには、‘DIRECT’ボタンのところにあるA.I.R.スイッチを試してみて

下さい（小さめのアンプに使用する時に最適です）。また、アンプの他のツマミの設定も行ってみて

下さい。

接続例：

＊ コンボ・アンプやヘッドのフロント・エンドとしての POD使用

＊ コンボ･アンプやヘッドの INSERT/RETURNに接続

＊ PODをパワー・アンプに接続しスピーカーを鳴らす。


